
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

透明少女

ソラリス
ソラリス

レネゲイドビーイングB

10歳の見た目

生誕

母なる大地

吸血

仲間との邂逅

にわか雨

女型
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都築　京香
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【63】調和者/ハーモナイザー
Weather Report

都築　京香
好奇心
慕情

無関心
脅威

12

ワーディング

リザレクト

テイクオーバー

中和剤

狂戦士

奇跡の雫

アクアウィターレ

帰還の声

ヒューマンズネイバー

オリジン：コロニー
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気絶時
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マイナー

視界

-

至近

視界

視界

視界

視界

視界

至近
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シーン

自身

単体

-

単体

単体

単体

単体

自身

自身

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

RB

-

80％

100％

120%

ピュア

RB

RB

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

エフェクト・コンボの侵食値を吸収、Lv回/1S

BS全回複

C値－1、判定＋Lv×2D

戦闘不能回復、HP＋Lv×5回復、1回/1S

戦闘不能回復、HP＋Lv×10回復、1回/1S

エフェクト回数1回回復、1回/1S

衝動判定＋LvD

持続間Lv個までBS回復

「雨粒」を起源に持つ、少女の姿をしたレネゲイドビーイング。その身体の組成を起源である「雨水」に大きく依存している非常に不安定で不透明な存在であり
、ヒューマンズネイバーを用いても己の姿を前世に投影できるのは雨が降った数日限りで、雲間から太陽が覗くと水溜まりから水が蒸発するがごとくその姿が透
明になっていく。ジャームなどからの攻撃を受けた際にその腹から飛び散らせるのは血や臓物ではなく水しぶきである。個を持たず時間の概念にも疎い彼女は、
その日の天気模様か、プランナーの思惑か、はたまた彼女の気まぐれか、今日も世界のどこかに現れる。

好奇心旺盛で気分屋。その姿に見合う幼さが伺える。興味をもった人物のもとによく現れる傾向があり、雨の日には彼・彼女の後ろをついて回ることが多い。好
きなものはラムネと花火など夏の風物詩全般。しかし快晴が続くこの季節ではなかなか現世に顕現できないことが悩み。夢はひまわり畑でおひさまに照らされて
一日を謳歌すること。空と海を行き来する彼女の在り方の様に、万物は絶えず回り、巡り、繰り返し、いずれは元通りになるという循環論主義者で、いいことも
あれば悪いこともあり、悪いことをすればいつかその仕打ちが帰ってくると考えがちで、最近覚えた「自業自得」や「情けは人のためならず」などのことわざを
多用したがる。レネゲイドビーイングでは珍しく、「輪廻の獣」と言われるウロボロスのオーヴァードたちにも好意的で、一方的な親近感を抱くことも少なくな
い。

天と地を巡りに巡る水のように、他人のレネゲイドウイルスの活性を人に受け渡しすることができる特殊な能力者であり、オーヴァードたちの調整役として呼び
出されることもしばしばであるが、その能力は、気まぐれに現れたお気に入りのオーヴァードへの悪戯や恩返しに用いられることの方が圧倒的に多い。
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